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今
年
、
西
仙
北
高
校
は
、 

創
立
六
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

             

全
県
総
体 

■
サ
ッ
カ
ー
部 

１
回
戦 

  

５
月

23

日
、
横
手
・
横
手
清
陵
と
の

合
同
チ
ー
ム
で
出
場
し
ま
し
た
。
強
豪
相

手
の
難
し
い
試
合
で
し
た
が
、
最
後
ま
で

走
り
続
け
ま
し
た
。 

■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 

男
子
シ
ン
グ
ル
ス 

１
回
戦 

泉
谷 

２ 

対 

０ 

伊
東(

秋
田
中
央) 

同 

２
回
戦 

泉
谷 

０ 

対 

２ 

斉
藤(

秋
田
南) 

６
月
３
日
、
泉
谷
さ
ん
は
１
回
戦
を
勝

ち
抜
き
、
２
回
戦
へ
進
出
し
ま
し
た
。 

 
甲
子
園
予
選 

■
硬
式
野
球
部 

１
回
戦 

  

７
月

11

日
、
男
鹿
海
洋
・
大
農
太
田
・

六
郷
と
の
四
校
連
合
チ
ー
ム
で
１
回
戦

に
臨
み
ま
し
た
。
終
盤
に
至
る
ま
で
強
豪

チ
ー
ム
を
粘
り
強
く
抑
え
ま
し
た
。 

６
月

21

日
、
西
高
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
六
〇
周
年
に

ち
な
む
企
画
を
考
え
ま
し
た
。
在
校
生
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族

や
卒
業
生
、
他
校
の
友
人
も
楽
し
ん
で
く
れ
ま
し
た
。 
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西高だより 

西仙北高校 TEL ０１８７－７５－１００２ 

加
藤
さ
ん
は
本
校
Ｏ
Ｂ

（
Ｒ
６
年
３
月
卒
）
の

力
士
で
す
。 

班 班員名 タイトル／発表内容の要旨

雄物川の歴史と観光利用～自然との共存～

　雄物川は洪水のたびに氾濫が起こり甚大な被害を受けた。

そのたびに川の形が変わって住民に様々な影響が及んだ。ま

た昔は舟運が盛んだったが文明開化とともに衰退していっ

た。このように雄物川について調べていくにつれ、雄物川を

活かした観光プランを考えてみたいと思った。

椒沢番楽の歴史について

　椒沢地区に伝わる番楽について調べた。調べていくうえ

で、少子高齢化の影響で後を継ぐ人がいないなどの課題を

抱えていることが分かった。私たちでできることとして、椒沢

番楽の面白さをどうやって伝えられるか考察した。

食で人々の心をつかめ！！

　地元の食材と面白い食材を組み合わせて、魅力的な商品を

作ることで、沢山の人に西仙北に食べに来てもらい地域を活

性化させたい。実際に調査し、地元で人気の食材や廃棄野

菜、流行の食べ物について調べ、利用できそうな情報を集め

た。それらを踏まえ、地元の食材と地元のモチーフを取り入れ

た高校生ならではの遊び心を盛り込んだ商品を考えた。

読み聞かせについて～西仙北の伝承よ、永遠なれ～

　デジタル化が進む現代は直接的なコミュニケーションが減

少し、地域伝承を知る人も少ない。そこで、効果的な読み聞か

せについて学び、伝承を紙芝居にして子供たちに読み聞かせ

ることで、地域文化を伝え、コミュニケーションの良さを再確

認できると考えた。読み聞かせの準備をする一方で、読み聞

かせ活動と地域の伝承を後世に残す方法について考察した。

３

食

文

化

班

小松　　颯

佐藤　愛華

鈴木　蒼天

４

文

化

班

佐々木　美空

髙島　芽依

田村　郁人

野中　美結

１

自

然

班

泉谷　愛斗

佐々木　優里杏

佐藤　美沙

相馬　　響

２

歴

史

班

京極　菜月

高橋　明里

細川　陸翔

７
月

15

日
、「
地
域
探
究
Ⅲ
」
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。

三
年
生
に
と
っ
て
は
、
三
年
間
の

探
究
活
動
の
集
大
成
と
な
る
発
表

会
で
す
。
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
先

生
方
、
地
域
の
方
々
、
保
護
者
の

方
々
も
来
校
し
、
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

生
徒
代
表
を
務
め
た
佐
々
木
さ

ん
は
、「
三
年
間
の
活
動
を
通
し
て

地
域
の
こ
と
を
深
く
知
り
、
地
域

を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
知
恵
を
搾
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
気
持
ち
を
こ
れ
か
ら
も
大
切

に
し
て
い
き
ま
す
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

 

           

 

６
月
６
日
、
県
立
公
文 

書
館
か
ら
講
師
を
お
招
き 

し
て
、
１
年
生
が
、
西
仙 

北
の
歴
史
に
つ
い
て
学
び 

ま
し
た
。
衛
星
写
真
や
古 

地
図
な
ど
何
枚
も
の
西
仙
北
地
域
の
地
図
を
見

せ
て
い
た
だ
き
、
中
で
も
二
畳
ほ
ど
の
大
き
な
江

戸
時
代
の
古
地
図
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

避
難
訓
練 

 

６
月

24

日
、
地
震
と 

火
事
を
想
定
し
た
避
難
訓 

練
を
行
い
ま
し
た
。
当
日 

は
本
県
に
一
台
し
か
な
い 

と
い
う
地
震
体
験
車
が
来 

校
し
、
生
徒
全
員
が
巨
大 

地
震
を
体
験
し
ま
し
た
。 

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会 

 

７
月
８
日
、
大
曲
消
防 

署
北
分
署
か
ら
講
師
を
お 

招
き
し
て
、
心
肺
蘇
生
と 

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
講
習
会
を
行
い 

ま
し
た
。 

   

 
 

 

七
月
場
所 

取
り
組
み
結
果 

１
勝
６
敗 

番
付 

序
二
段
東
一
七
枚
目 

 ８月の行事予定  ９月の行事予定  

 11～15日 学校閉庁日  1～5 日 面接週間  

 18～20日 夏期補習（３年～19 日）  6～8 日 サッカー県南新人  

 21 日(木) 始業式、課題テスト  16 日(火) フィールドワーク（２年）  

 23 日(土) にしせんにぎわいフェスティバル  18 日(木) 大綱米プロジェクト稲刈り  

 25 日(月) 代休  19 日（金） インターンシップ報告会  

 28 日(木) 西高カジュアルデー  30 日（火） 修学旅行（２年）～10/3  

 29 日(金) 秋田大学准教授模擬講義     

食文化班と文化班は、 

にしせんにぎわいフェスティバル 

でも発表します。 

 

加
藤


